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@入場券を忘れないようにしましょう
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昭和50年度 の執行状況(一般金計)
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ち
総務費

蟻 設 教育費 の
分担金・ 入 出 ¥'¥J 一V、一 民 生幾

悶- ..-

円一「予算額 収入・支出演綴
生費 の

(10月!日現役}
紡要費

蟻入・蟻出総額 615，77175円
繰 越 金 収入済客員 公儀費258，957万円 (42.1%)

所そ の イ也D-----J
支出済糠 216，148万円 (35盈 1%) その他

市税の内訳 く5 0年鹿〉

(特別電唇!J
71{sSe9.万5%円}¥x 勾¥

も¥ I1 ¥ fL 母 1837if号 、 ( )内i主上半闘の支出演重量

(20.842万円 11.7%) 

11111111111111111111111111¥11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

昭和49年鹿決算の状況

一般会計

議 入 単位五pl 歳

111，059 

曜器市税σ〉魚招状況7耳切触 @市の負f覧

一般会計

2むき，345万円

49年度まで

人口13，986入役務20，861>世b後

水 溝 審 議

初年度のおもな事機
単位万円
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。
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附
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菊
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。
菊
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け
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り
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の
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な

ど
を
考
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し
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け
ま
し
ょ
う
。
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叫
代
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で
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前
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に
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ず
も
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の
び
の
あ

る
も
の
を
中
心
に
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ま
し
ょ
う
。
中
心
に
を
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も
の
を
生
け
た

力
の
あ
る
も
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中
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と
L

B

旬
、
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め
袋
、
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が
い
き
る
よ
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食
付
始
め
て
、
そ
れ
に
見
合
、
7
に
、
素
材
を
烈
置
し
て
ド
き

う
よ
う
に
従
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飢
訓
戒
す
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の
い
。

が

ニ

つ

で

す
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中

心

に

な

る

も

の
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符

支

を

納
期
と
金
円
五
山
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の
ぬ
“
会
は
、
犠
充
分
に
考
議
し
て
、
仰
向
付
を
ゑ

を
・
中
心
に
し
て
も
=
金
巾
滅
的
を
け
る
の
が
こ
つ
で

f
o

・
中
一
心
に
し
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
中
世
を
み
き
わ
め
て
、
生
け
絞

殺
花
主
ど
は
、
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的
中
で
ハ
サ
喪
主
態
に
す
る
か
、
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約
他
誌
に
す

ミ
を
入
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ま
し
ょ
う
@
る
か
仲
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終
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め
て
千

金
支
桝
閉
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よ
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際
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裟
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い
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こ
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か
〈
部
る
こ
と
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必
獲
で
ま
た
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材
全
生
け
る
脇
町
い
い

す
e

こ
の
官
け
が
、
剣
山
闘
に
さ
し
注
意
し
た
い
の
は
、
交
際
で
す
。

や
す
く
、
求
出
河
川
り
も
よ
く
な
り
材
料
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら

ま
す
e

あ
れ
も
こ
臥
も
と
岡
部
わ
ず
ー

増
崎
山
十
唱

'o

出
時
間
約
以
外
に
務
総
や
長
一
問
、

時
に
は
仕
事
中
て
も
欽
約
す
る
。

山
山
隊
約
か
ら
淡
を
叫
れ
と
ら
れ
て

い
る
町
に
制
闘
が
や
め
ん
れ
を
い

状
態
。こ

れ
ら
的

3
つ
町
中
部
一
倍
号
は
、

ア
ル
中
診
断
と
し
て
、
ム
乏
な
後

状
で
す
a

織
を
や
め
た
い
人
、

や
め
さ
せ
た
い
人
は
ぜ
が
.
附
同

じ
良
品
則
的
仲
間
聞
と
予
を
つ
主
ぎ

ま
し
ょ
う
。

。
酒
曜
鴨
緑
判
制

毎
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第
…
ゑ
閥
咽
口
u
午
前
事
時

か
ら
け
は
時
吋
(
一
縞
絞
セ
ン
タ
!
〉

@
家
農
協
会

付増
H
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3
u
u
即
時
日
叫
午
後
詰
持

制
分
か
ら

8
昨
吋
日
制
分
ま
で
、

〈
災
以

ι合
計
約
二
脳
間
)

命
事
4
合
筆
写
多
也
守
重
注
ず
お
寄
金
泳
喜
¢
マ
食
事
考
舎
醤
考

Awe-S混
笈
喜
考
参
ν司
会
乞
等
合
醤
宝
厚
苓

o
y

白
川
護
わ
れ
‘
社
会
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活
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か

せ
な
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な
っ
て
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す
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か
し
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か
り
間
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進
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ば
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一
白

厄
内
総
L

と
な
る
ス
一
路
刊
を
仕
付

っ
F
L
い
念
か
お
す
。

災
孫
子
市
中
保
幾
端
部
で
日
片
山
、
消

却
首
に
絡
む
人
的
た
め
に
制
誌
を

仏
知
的
で
二
千
に
な
う
ま
す
u

濯
を
飲
ん
で
い
る
本
人
を
資

め
る
議
に
、
家
抑
制
的
方
が
叩
止
し

い
知
織
を
仲
村
ち
ま
し
ょ
う
。

。
帥
鮎
瀦
の
串
伸
指
同
努

山
山
濯
の
拠
臓
が
ね
昨
自
4
ム
訂
以
上
で

為
る
e

こ
れ
を
ぬ
年
続
け
る
と

何
ら
か
の
波
状
が
淡
わ
れ
て
き

官嬬."...tl!f9'
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カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
液
樋
聞
を

す
る
会
総
到
の
み
な
さ
ん

溜… く ん

{言語3小学校G年}

今 年内夏休みに 1ヶバかかってつく

ったんだ。

この高岳、大きくてすごいだろう/

綴野



(4) 

属
品
開
〉

「
市
民
の
手
で
翻
ろ
う
韓
議
子
の
艦
盟

E
」

宮
市
史
編
き
ん
務
畿
の
ひ
と
つ

と
し
て
議
油
開
会
ぷ
申
民
的
手
で

釣
ろ
う
我
孫
子
持
出
棋
史
耳
」
を

開
問
機
し
ま
す
.
議
開
仰
は
端
科
係
子

市
民
で
市
市
民
総
書
ん
委
員
で
も

あ
る
臨
時
由
民
家
円
筒
線
復
生
東
京

開
問
機
氏
は
寸
我
孫
子
中
間
代
金

中
後
史
の
研
究
務
総
い
の
題
で

議
機
し
ま
す
。
内
容
は
、
災
鈴

子
古
代
・
市
中
般
市
究
者
究
明
す
る

た
め
の
続
究
課
題
と
し
て
‘
叫
礼

が
尽
力
さ
れ
た
合
博
明
務
調
同
夜
な

ど
の
特
命
学
問
問
表
的
成
附
市
左
議

開
聞
か
ら
、
ザ
沈
食
後
文
書
な
ど
的

文
献
か
ら
み
た
古
代
'
中
世
め

我
孫
子
内
側
附
緩
点
(
我
孫
子
め

柏
崎
名
、
古
代
的
資
漁
村
聞
と
於
駁

回
押
〈
制
執
)
、

W
T
将
聞
け
日
脱
税
屯
相
刊

館
内
御
担
割
の
所
夜
、
制
問
山
崎
氏
と
我

孫
子
)
へ
と
発
展
す
る
子
出
品
で

ふ

e'e仲
村
上
氏
再
議
滅
は
寸
地
方
史

的
意
義
と
稼
附
閥
L
T
す
。
氏
は

強
制
名
な
フ
ラ
ン
ス
般
家
で
す
が
、

日
本
市
民
に
も
柑
怖
い
間
関
心
を
務
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
災
は
「
自
本

丹
一
般
史
は
絶
滅
の
開
問
別
殺
に
あ

。
ぃ
「
地
域
交
・
仙
川
方
市
民
主
い

う
も
の
は
総
念
犯
と
い
っ
て
よ

い
い
「
中
市
町
村
史
を
作
品
場
合

も
、
現
在
的
泌
総
住
民
間
遂
動

と
な
フ
て
ほ
し
い
と
緩
う
ん
と

の
考
え
方
か
ら
講
読
さ
れ
ま
す

Q

泌
氏
町
議
演
を
と
お
し
て
、

我
孫
子
お
代
中
登
山
尻
町
級
交

を
よ
り
由
子
か
に
す
る
と
と
も
に

日
本
市
況
と
稔
係
子
市
市
況
と
的
関

渓
に
つ
い
て
も
治
問
問
的
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
き
た
く
廊
い
ま
す
匂

多
〈
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

な
お
、
魚
沼
に
ふ
巾
史
時
間
交
七
ン

タ
i
内
総
会
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
問
問
い
合
せ
は
教
官
委

員
会
市
市
民
泌
さ
ん
室
、

戸
常
用
市
民
榊
欄
さ
ん
室
)

議
淡
会

ぷ
巾
誌
の
予
℃
綴
ろ
う

災
孫
子
内
務
樹
九

E
L

@柑詞蹴吋

H
H
同月刊州自〈
uμ
〉

午
後
一
時
半

@
繊
同
問
中
央
公
MKM附

@
内
容

l
伐
採
子
山
代
・
山
中
般

市
民
の
研
究
部
作
機
!
漏
出
偽
定
生

一
東
京
火
学
教
授

地
方
史
研
究
的
堂
義
と
車
部

附閥

l
井
上
品
辛
治
立
教
火
学
教

綬

設
縮
近
代
化
の
た
め
に

費
寺
制
農
を

出
向
子
淡
築
中
小
企
業
搬
出
向
公

札穏や
L

は
、
国
お
よ
び
千
葉
療
か

ら
資
会
的
貸
付
を
う
け
て
、

Ar

蜘
織
に
か
わ
っ
て
徐
抽
閣
を
潜
入
し
、

こ
れ
を
ゆ
組
問
企
業
に
硝
略
物
資
与

し
、
設
機
品
川
A
m，卒、

5
パ
!
お
い

ン
ト
的
議
科
を

4
却や

6
ヵ
月
間

に
月
燦
守
支
払
っ
て
い
た
だ
器
、

撚
哨
間
後
に
務
官
官
跡
慨
を
お
滋
し
す

る
制
制
度
〈
師
時
機
貸
与
税
皮
イ
を

次
的
一
線
指
摘
で
募
曲
鳴
し
て
い
ま
す
.

設
備
返
却
竹
ル
仰
の
た
め
内
務
仰
い
資

金
総
途
が
国
間
臨
時
な
食
業
絵
、
賄

工
会
、

V
A
は
や
小
A
X
帯
構
脳
間
興
公

役

(
T
E
L‘
〈

9
4
7
1
)

4
6
i
7
7
9
6
)
に
階
、
込
み

の
ね
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

募
甜
麟
髄
制
緩

申
込
臨
時
限

酬
明
向
山
知
守
口
月
末
日
〈
淡
定
は

開
明
日
年

1
月
下
知
町
)
か
ら
、

収
幼
年
ロ
月
叩
山
首
{
決
定
は

昭
n
u
停
2
同
月
下
旬
)

期
時
泊
必
闘
世
骨
曹
臨
附

品
中
込
惜
齢
、
淡
算
委
〈
公
役
紛

後
の
も
の
寸
品
川
綿
一
昨
に
朗
窓
し

て
あ
9
ま
す
J

ヵ
7mu
グ
見

持
問
書
、
納
税
続
開
明
金
。

申
込
A
A
燦
mw
資
格

県
内
で
…
年
以
上
田
内
一
家
総

を
食
ん
で
い
る
従
豊
漁
民
初
入

〈
籍
、
小
売
然
、
サ
ー
ビ
ス

裁
は

5
λ
)
以
下
の
A
K
象。

災
与
問
輯
畿
の
繍
綴

一
会
借
地
mω

万
m
円
以
上

1
2
0
a
万
m門
以
下

僚
ゑ
先

溺
工
会
一
X
川
時
、
中
小
食
議
組
問

脳
内
公
社

そ
の
依

然
し
く
は
申
込
先
的
窓
口
に

お
議
ね
〈
だ
き
い

a

お
か
あ
さ
ん
の

ス
ケ
ー
ト
数
蜜

V
削
棚
田
H

ロ

口

付

l
u
・
3
H
a

5
日
・
2
0

口同・

M
M
g

v時
間

午

前

MM時吋か
h
u
u
時

曹
場
所
新
絵
一
戸
ス
タ

i
ラ
ン

wv
議

隊

長

久

保

プ

口

淑

撃
陣
民
周

1
5
0
9
m門
(
災
級

判
竹
・
棋
倒
返
却
H
5
R
分〉

wv
定
員
先
務
叶
品
れ
ま
で

V
由
甲
吐
叫
受
付
日
開
丹
波
廷
か
ら

軍
事
吐
同
然
教
育
委
員
会
技
会

鮎
刺
殺
伐
課
電
粉
〈

M
M
)
l
i

5
1
内
線
2
き

3

第
0
0
鱗

近
燥
感
球
大
会

災
孫
子
市
卓
球
滅
後
的
、
下
川
被

で
、
柑
荊
$
M附
近
県
占
半
球
大
会
を

行
な
い
ま
す
。
ふ
る
ヲ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

V
嗣
期
信
刊
M
m月

7
m
(
日
)
午

前
日
時
総
分
試
合
問
開
始

精
工
場
原
議
立
筏
係
子
高
等
品
十

校
然
資
館

軍
獲
民
酬
明
災
一
般
(
背
開
校
・

大
学
・
社
会
人
)
臨
河
γ
T
e

女

子
問
問
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

wvn
惨
純
資

3
9
0問

甲
申
込
方
法

H
H
月
間
“
門
口
ま
小
、

に
仲
間
所
‘
品
片
品
*
年
齢
・
勤

務
先
又
は
学
校
名
を
抑
仙
人
の

う
え
、
参
加
縄
問
(
筑
金
)
を

添
え
て
申
込
下
さ
い
。

軍
申
込
嶋
一
飾
品
叫
孫
子
市
蒋

2

の
M

山
小
支
出
花
織
力
我
孫

子
市
議
派
泌
総
事
務
所

ア
i
ク
湾
機
工
技
最

(
J
I
S
)
検
定
試
験
と

受

験

講

習

会

肯
講
習
会
〈

A
1
2
F学
制
竹
崎
四

時
制
対
象
)

wv
日
蹴
吋

U
月
間
判
B
〈日
M

〉

wv
蝋
明
詰
問
我
孫
チ
市
(
場
所
来

撃
講
師
子
楽
燥
機
械
間
金
総
裁

時
刷
物
材
開
封
什
諜
日
段
式
即
時
間
明
義

wv
内
容
検
波
ぷ
時
制
受
験
的
た

め
の
学
科

守
会
陵
会
同
H
I
o
o
a
m
n

野
八
万
の
銭
円
口
(
中
鉢
)

下一一一行革主栂議ー
し人権擁護綴談~
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第 3期分

非
会
員
2
a
o
o
m門

官
検
定
試
験
す
A
i
2
F吋

曹
関
帥
吋
花
月

4
口ω
(
本
)

官v
場
認
削
減
綿
子
市
〈
批
増
税
米

後〉

曹
検
定
刊
日
本
溶
接
協
会
千
鶴
市

議
支
部

wv
暖

験

科

学

科

7
0
9
m
n

訓
戒
機

4
1
0
0用

品X
議
及
び
受
験
品
叩
胡
減
殺
は
、

い。

T
E
L
~
M
M
…
3
1

3
1
1
2
 

細
部
戸
土
地
区
商

整
理
組
合

施
行
区
域
の
蝿
加
分

代
議
子
市
大
下
限
戸
下
総
丸
町
山

1
2
0
0の
め

1

1
2
0
8
の

3

1
2
0
8
の

4

1
2
3
7
内

2

1
2
3
8
の

1

1
2
3
0
0
η
8
 

1
2
3
8
の

9

1
2
3
在
的
討

1
2
3
8
の
総

1
2
3
0
6
的

M

'
a
q
A
o
o
q
u
 

1
2
4
0
内

6

1
2
4
0
内
総

1
2
4
2
め

4

1
2
4
2
め

6

1
2
4
2
の
7

1
2
4
3
の
1

中央公上全館安土器所

1
2
4
3
内

5

1
2
4
4
め

1

1
2
4
4
の
2

地
行
町
民
滅
的
綴
街
縦
覧
場
所

は
州
市
役
所
区
雨
期
的
盟
副
嶋
側
部
明
、
す
。

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

小
児
?
と
ゑ
ワ
ク
チ
ン
投
撃

を
次
的
活
経
で
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
灘
間
以
上
的
問

機
を
あ
け
て
2
間
間
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
後
期
予
防
接
後
で

十
5

も
よ
り
の
会
総
を
ご
制
判
沼

下
ざ
い
。

V
知
的
山
担
者
総
如
刊
州
制
時
8
月
か

ら開削如刊川開化中
6
月
ま
で
に
生
ま

之
こ

L
t。

aa
メ

2
q

開
人
労
て
に
間
同
訟
黙
を
送
付

し
ま
す
が
、

2
的
制
受
け
て
い
守

い
人
以
会
均
仁
刊
川
公
務
を
用
窓

し
て
あ
り
ま
す
内
で
、
こ
内
総

会
を
ご
酎
刊
刻
下
さ
い
引

いず、み台子ども会穣勝

第 1劉子ども会球技大会

去
る
M
W
W
月
刊
同
日
制
問
&

命
中
央
公
闘
に
お
い
て
、
我
孫

子
市
子
ど
も
会
育
成
会
議
絡
協

緩
み
宮
町
主
的
憾
で
鱗
1
極
的
我
孫

子
市
子
ど
も
会
球
技
大
会
(
ド

ァ
チ
ポ

i
ル
)
が
行
な
わ
れ
た
白

秋
紛
れ
の
こ
の
日
、
市
内
総

丹
子
ど
も
会
的
代
表
が
、
参
加

し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
色

優
勝
い
ず
み
台
子
ど
も
会

品
中
従
臨
時
湖
総
合
東
ブ
ロ
ァ
タ

子
ど
も
会関

向
島
均
一
戸
子
ど
も
会

wv
一
終
一
悶
午
前

2
時
吋
か
ら

3
時吋

尚一

f
子
制
胞
を
忘
れ
ず
じ
ご
持

参
下
さ
い
。

。
=
一
後
似
合
、
積
裁
に
つ
い
て

は
来
春
実
肱
糊
す
る
予
定
で
す
必

お
っ
て
広
報
で
お
採
ら
せ
し
ま

す

。

〈

山

間

柚

地

理

m
)

手
費
制
制
緩
金

保
持
指
導
鈴
募
集

年
館
市
内
「
大
渋
ク
ラ
プ
L

V
問
い
合
せ
及
び
申
泌
ゑ

T
E
L
〈的制
V
I
S
E
-

同
制
附
悶
泡
ぺ
夜
間
〉

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

隊

隠

募

集

m
m
拘
刊
町
出
年
度
新
入
加
時
国
闘
を
官
事

務
し
ま
す
治
〈
い
ず
れ
も
本
市

在
伎
の
務
干
)

みH
カ
プ
ス
カ
ウ
ト
微
小
学
校

2
年
ゑ
か
ら

4
年
金
ま
で

会
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
小
学

州悦

5
年
生
か
ら
・
中
学
校

2
年

生
ま
山
下
、

体
叩
哨
品
者
u
H
、
H
U
H
月
中
本
臼
ま
で

に
ご
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